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第３２回軽米町議会臨時会令和４年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会  

 

令和 ４年 ８月 ３日（水） 

午前１０時２０分  開 会  

 

議 事 日 程 

 議案第 １号 財産の取得に関し議決を求めることについて  

 議案第 ２号 財産の取得に関し議決を求めることについて  

 議案第 ３号 令和４年度軽米町一般会計補正予算（第４号） 
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〇出席委員（１１名） 

   １番 上 山   誠 君       ２番 西 舘 徳 松 君 

   ３番 江刺家 静 子 君       ４番 中 村 正 志 君 

   ５番 田 村 せ つ 君       ６番 舘 坂 久 人 君 

   ７番 大 村   税 君       ８番 本 田 秀 一 君 

   ９番 細谷地 多 門 君      １０番 山 本 幸 男 君 

  １１番 茶 屋   隆 君 

 

  議 長 松 浦 満 雄 君（同席）  

 

〇欠席委員（なし） 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      総 務 課 総 括 課 長      福 島 貴 浩 君 

      総 務 課 企 画 担 当 課 長      野 中 孝 博 君 

      総 務 課 総 務 担 当 課 長      松 山   篤 君 

      町 民 生 活 課 総 括 課 長      橋 場 光 雄 君 

      町民生活課町民生活担当課長      戸草内 和 典 君 

      健 康 福 祉 課 総 括 課 長      工 藤   薫 君 

      健 康 福 祉 課 福 祉 担 当 課 長      小笠原 隆 人 君 

      産 業 振 興 課 総 括 課 長      江刺家 雅 弘 君 

      産業振興課農林振興担当課長      鶴 飼 靖 紀 君 

      産業振興課商工観光担当課長      輪 達 隆 志 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      菅 波 俊 美 君 

      教育委員会事務局総括次長      長 瀬 設 男 君 

      教育委員会事務局生涯学習担当次長      梅 木 勝 彦 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

      議 会 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

      議 会 事 務 局 主 事      竹 林 亜 里 君 

      議 会 事 務 局 主 事      松 坂 俊 也 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開会及び開議の宣告 

〇委員長（田村せつ君）  それでは、ただいまから令和４年度軽米町一般会計補正予算等

審査特別委員会を開催します。皆さんの慎重な審議をよろしくお願いいたします。 

    ただいまの出席委員は１１人であります。定足数に達しておりますので、会議は

成立します。 

（午前１０時２０分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇委員長（田村せつ君）  本特別委員会に付託されました議案は、議案第１号 財産の取

得に関し議決を求めることについてから議案第３号 令和４年度軽米町一般会計補

正予算（第４号）までの３件です。 

    議案審議の進め方についてお諮りします。議案の提案説明は、本会議において終

了しております。本委員会では、予算の審議については歳入は全般で、歳出につい

ては款ごとに補足説明を求めながら進めたいと思いますが、このようなことでよろ

しいでしょうか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） では、そのようにしていきます。 

    あと、説明者は挙手の上、指名を受けてから説明に入っていただきます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１号の審査 

〇委員長（田村せつ君）  それでは、議案第１号に入ります。補足説明があれば、よろし

くお願いいたします。 

    総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  議案第１号の財産取得につきましては、小型動力ポン

プ付積載車を軽米町消防団第２分団２部のほうに配備ものでございます。 

    説明は以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） 補足説明が終わりました。 

    質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  車両のことについてはちょっと分からないのでお聞きします、

基本的なこと。耐用年数は何年ぐらいになっていますでしょうか。また、消防自動

車が不要になったときに、下取りとかというのはあるのでしょうか。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  車両の耐用年数につきましては５年ということになっ

ておりますけれども、実際にはまず５年ではなくて十何年は使用している状況にな
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っております。 

    下取りというのではなくて、この不要となった消防車につきましては財産の売払

いということで処分してまいりたいと思います。 

〇委員長（田村せつ君） よろしいでしょうか。 

〇３番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（田村せつ君） あとありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） では、質疑なしと認め、次に移ります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第２号の審査 

〇委員長（田村せつ君） それでは、議案第２号に入ります。補足説明があれば、当局の

説明をお願いします。 

    教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君）  議案第２号につきましては、開架書架とい

うことで一般貸出用の棚をかるまい交流駅（仮称）に設置するということでの備品

購入でございますので、ご審議の上お願いいたします。 

    以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） 説明が終わりました。 

    質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君） 確認も含めてお伺いしたいと思います。この開架書架については、

これは多分昨年度、令和３年度の予算で令和３年度に入札をして令和３年度に既に

もう契約してあったと思われます。というように私は記憶していましたけれども。

それで、繰り越した形での今回の議案、取得というふうな形になっているのですけ

れども、その辺の経緯をまず説明いただきたいのと、あわせて納品はいつになる想

定なのか。かるまい交流駅（仮称）は令和５年７月完成というふうな予定のようで

すけれども、今これを取得して、いつそれが設置されるのか、その辺の流れまでお

知らせいただければと思います。 

〇委員長（田村せつ君） 教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君） ただいまのご質問にお答えします。 

    令和３年度に契約して繰り越している部分といいますのは、閉架書架といって、

一般貸出用ではなく、保存、それから貸出用からバックヤード的な部分で使う閉架

書架というものでございます。それにつきましては、令和３年度に契約して、現在

製作中でございます。 

    それで、今回の部分につきましては開架書架ということで、一般貸出用のお客様
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に、表に出てくる棚ということで開架書架といたしてございます。 

    それから、納期につきましては繰越分、それから今回の開架書架分につきまして

も２月頃を予定してございますが、本体の工事のほうと調整しながら、出戻りがな

いように、また本体工事のほうに支障とならないように、そういったスケジュール

で調整しながら鋭意進めているところでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君） ちょっと確認ですけれども、記憶で話をしているのですけれども、

ということは１つの予算はもしかして１億円近い……九千何百万円だったかの予算

が、それでさっき言った閉架書架というのは５，０００万円ぐらいのあれは令和３

年度で取得している。それで、残った分の……５，０００万円近い部分を今、その

残りの分、それは繰越しの予算になっているということ。何かその予算が年度を翌

年度にまたがったりしてというので、ちょっとその辺が一般会計として何か分かり

づらいなと思って今質問しているのですけれども、その辺を分かりやすく説明いた

だければなと思いますけれども。 

〇委員長（田村せつ君） 教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君） 閉架書架につきましては、令和３年度の予

算で取得してございますので、令和３年度中に本来であれば納品いただくわけです

けれども、本体工事との調整によりまして、令和３年度の株式会社サンケン・エン

ジニアリングから購入予定で契約中の物件につきましては繰越ししているというこ

とになります。 

    それから、今回お願いする開架書架につきましては令和４年度予算でもって開架

書架を購入したいということで、同じ図書館の備品棚ということになりますけれど

も、令和３年度予算と令和４年度予算と２年分の予算を使って執行しているという

状況でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） よろしいでしょうか。 

〇４番（中村正志君） はい、いいです。 

〇委員長（田村せつ君） あとございませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  この書架、全てスチール製ということなのですが、木製とか何

か、今は竹製というものもあるそうなのですけれども、自然に優しくという、そう

いうものは検討はされなかったのでしょうか。 

〇委員長（田村せつ君） 教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君） ただいまのご質問にお答えします。 
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    スチール製ということでございますが、やはり長い間そういった本の重さに耐久

できる素材、それからかるまい交流駅（仮称）の中での全体的なデザイン、バラン

ス等で、スチールがそのまま表に出るのではなくて、多少の化粧とか、それから組

子ということで少し化粧がついたようなイメージで今考えてございます。 

    本来の図書館の維持管理上、やっぱり堅固である、そういった材質を選定してご

ざいますので、そういったことでご了解いただきたいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（田村せつ君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  今回の契約の予算とは関係ないのですが、現在使用している図

書館の棚があるわけですよね、木製の。あれらは使わないのでしょうか。 

〇委員長（田村せつ君） 教育委員会事務局総括次長、長瀬設男君。 

〇教育委員会事務局総括次長（長瀬設男君） ただいまのご質問にお答えします。 

    現在使ってございます本町の図書館にございます棚につきましては、かるまい交

流駅（仮称）に持っていくという計画はございません。 

    以上で説明といたします。 

〇委員長（田村せつ君） よろしいですか。はい。 

    あとありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） では、なしと認め、次に移ります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３号の審査 

〇委員長（田村せつ君） それでは、次に議案第３号 一般会計補正予算の歳入について、

当局の説明を求めます。 

    総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  それでは、議案第３号の令和４年度軽米町一般会計補

正予算（第４号）であります。 

    内容につきましては、９，９５２万５，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ８

２億２，０３０万６，０００円とするものでございます。新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金事業やいわて子育て世帯臨時特別支援金給付事業に係る

歳入歳出を主な内容としてございます。 

    歳入につきまして説明させていただきます。３ページを御覧願います。最初に、

１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金でございますが、６，

０６５万円増額いたしまして１億９，５４９万６，０００円とするものでございま

す。 

    これは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で、コロナ感染症対
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策について、特に原油・物価高騰等対応事業分、各種対策事業を行うものでござい

ます。 

    対応する事業につきましては、資料を準備いたしました。歳出の説明の際に参照

にしてください。概要ですが、農業資材価格高騰等対策支援金につきましては５，

０００万円、運輸事業者等運行支援緊急対策支援金につきましては４２９万１，０

００円と軽米秋まつり参加団体感染症対策支援金につきましては１１０万円を計上

してございます。 

    同じく、１６款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金でございます。い

わて子育て世帯臨時特別支援金給付事業費補助金、１，１１９万４，０００円を増

額いたしまして４，９００万４，０００円とするものでございます。 

    後期高齢者等臨時特別給付金事業につきましては、原油高騰、物価高騰の影響を

受けている後期高齢者、令和４年度中に７５歳以上になる方、いわゆる昭和２３年

４月１日以前に生まれた方に対しまして１万円を給付するものでございます。 

    いわて子育て世帯臨時特別支援金給付事業につきましては、同じく原油高騰、物

価高騰の影響を受けている子育て世帯の負担軽減を図るため、令和４年５月分の児

童手当受給者、中学生までの児童生徒に対しまして児童１人当たり３万円を給付す

るものであります。 

    詳細につきましては、歳出の説明の際に担当課から説明申し上げます。 

    １９款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金２，７６８万１，００

０円を増額し、補正後の額は１億９，３４６万５，０００円とするものでございま

す。 

    これにつきましては、不足分の財源を調整させていただくものでございます。 

    歳入全般としては以上で説明を終わります。 

〇委員長（田村せつ君） 歳入の説明が終わりました。 

    これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  歳入の予算書の作り方なのですけれども、前々からずっとなかな

か私、納得できない部分があったのですけれども、今回のを見て、まず２目民生費

県補助金、それはそのとおり分かるのですけれども、ほかの歳出の部分は全て一般

財源である。その一般財源の中に国庫補助金と財政調整基金と合わさっていると思

うのですけれども、本来交付金の国の補助金を歳出のほうに充てるのであれば、普

通、歳出であれば国庫支出金の内訳の欄に入るべきなのではないかなと思うのです

けれども、何か前からこれはそうなっていないというのが私は不思議だなと思って

いたのですけれども、それ１つと、あわせて今回のこの国庫補助金の６，０００万

円と財政調整基金の２，７００万円、これはどれがどの歳出になって当てはまって
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いるのかなというのがちょっと理解できないのですけれども。本来ならば、一般会

計というのは歳入と歳出が、財源がこの歳出に充てるというふうに普通はなるもの

だと私は認識していたのですけれども、それが最近はなかったので、ただ今回はこ

ういうふうに、前は何か全部一般財源でということで出たりしていたし、なぜここ

でこう交付金と基金の繰入金とは別な金額でも出てきているのかなというのがちょ

っと理解できかねるのですけれども、この辺ちょっと説明いただけますか。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  ただいまの中村委員のご質問にお答えしたいと思いま

す。 

    新型コロナ対応地方創生臨時交付金につきましては、実績に応じて財源を充当す

ることとしております。従来から一般財源で計上しているところでございます。 

    それから、事業費に対して繰入金の額というのがよく理解できないということで

ございますけれども、交付限度額は６，０６５万円でございますけれども、事業費

につきましては９，８４２万５，０００円となりまして、これにつきましては事業

の実績によって交付金を充当するということになりますので、現段階では予算でご

ざいますので、当然入札減あるいは実績によって数量が下がることは確実と思われ

ますので、そういった関連で取りあえず財源を確保しているというふうな状況でご

ざいます。 

〇委員長（田村せつ君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君）  では、実績というのはもう国から町に入ってきたお金だというふ

うに理解していいのか、それとも当初予算でもコロナ交付金使っているようだし、

６月の分でも使っているようですけれども、それらは事業費が確定したから、事業

が進んで確定した分が６，０００万円になっているということなのか。だから、今

やろうとしているのが９，０００万円で、それに足りないから財政調整基金を充て

ているのだよという理解をすればいいのでしょうか。普通であれば、計画段階で歳

入というのはもう予定されて、これの分に充てるそれが来るものだということで、

歳入の分に充てて歳出の予算をつくるというのが一般的だなというふうに私は認識

していたのですけれども、何かその辺がちょっと違うから。ということは、実績、

実績でいくと、最終的に自分たちが取った予算が実績に合わなかったりした場合は、

交付金で全部賄おうとしたのだけれども、町単独予算をそれに充てなければならな

くなるというふうな結果にもなり得るのかなというふうに想定するのですけれども、

その辺はいかがでしょうか。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） ただいまのご質問にお答えします。 

    交付限度額が示されておりますので、それに対する事業実施するということです
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ので、限度額までは国のほうから財源手当てはできるというふうに事業を進めてま

いりたいと思います。 

〇委員長（田村せつ君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君）  はい、分かりました。多分実施計画を提出して、それが認められ

てやろうとしているのでしょうから、それのための限度額というか、その金額にな

る。だったら、それが当然来るものだと思って歳入予算にはめ込んでいくのが普通

の予算のつくり方ではないかなと思うのですけれども、実績でやろうとしているか

ら何かちょっとこう理解しづらいという……というのは、例えば当初予算であれば、

実績がないから財政調整基金をはめ込んでの予算つくりだったという、何か無理の

ある予算のつくり方だなというふうに私は思うのですけれども、これは国の指導は

そういうふうになっているということなのでしょうか。これ、最後の質問にさせて

いただきます。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  本件につきましては、国の指導等はございません。一

般財源で充ててというふうなことですので、そのように対応しているところでござ

います。 

〇４番（中村正志君） 最後と言ったから終わります。いいです。 

〇委員長（田村せつ君） よろしいですか。 

    あとありませんか。 

    山本委員。 

〇１０番（山本幸男君）  中村委員の質問と関連しますが、私の頭ではまだ分かりません

ので、くどいようですが、重複すると思いますが、よろしくお願いします。 

    子育て支援の関係で１万５，０００円と、その当時の知事の記者会見といいます

か、新聞報道等様々頭に残っておりまして、その中で知事は、県は１万５，０００

円を出すのだと。ただ、町村においてもそれなりに対応するだろうと期待するとい

いますか、そんなようなことを知事がしゃべったなと、私はたまたまテレビだか、

新聞だかで見たような感じがします。そのことが現実になって今日の補正予算とい

うようなことになったのかなと思って、その１万５，０００円をプラスして町村が

対応すると。その１万５，０００円というものの原資は一般財源なのか、それとも

交付金の中で町村がそれぞれ対応することになるのかなというような感じしますが、

その点をちょっと明確にして、県が１万５，０００円を出すのだけれども、町村も

補助金として出す。しかし、それはコロナ交付金の中で対応すると。一般財源、軽

米町で集まった税金の中から１万５，０００円を出すのではないというような理解

を私はしているのですが、そういう理解でいいのかということが第１点。 

    それから、後期高齢者の関係という１万円、私も多分該当しそうだなと、そう思
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ったりして大変と喜んでいますが、ただ、この１万５，０００円というのはまた県

が対応したわけではない。町が単独で考えて一般財源で対応するという項目になっ

ているのか、それともこれもコロナ交付金の関係で、県から来る分の１万円を町を

通して後期高齢者に出す金額で、町は一般財源というか、それで対応する金額では

ないというふうに理解するのですが、それはどうですか。今の段階で対応しなくて

も、様々やっていく中で余ればそこにすり込むのだというように課長の説明は私は

受けたのですけれども、もう少し明快な答弁をお願いしたいと思います。中村委員

と比較してしゃべってもいいですから、どうぞ。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） 山本委員のご質問にお答えします。 

    山本委員がご指摘したとおりでございます。後期高齢者等臨時特別給付金につき

ましては、先ほど説明いたしました新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金、原

油・物価高騰対応事業分の財源から支出するものでございます。 

    もう一つ、いわて子育て世帯臨時特別支援金給付につきましては、岩手県では１

万５，０００円、軽米町の計画では原油・物価高騰対応部分の交付金を活用して同

額の１万５，０００円を併せて支給する、いわゆる子育て世帯に対しては３万円の

支給となるように事業を考えております。 

〇委員長（田村せつ君） 山本委員。 

〇１０番（山本幸男君）  私の言うとおりだって言われても私も困る。どこまでしゃべっ

たか。そうすると、子育て支援の件についてはいずれどうあろうとも県が１万５，

０００円……コロナ交付金の中で出すのかどうか分かりませんが、県から１万５，

０００円来て、町はコロナ対策の関係で１万５，０００円かさ上げするということ

で３万円いただいたと。町は特別痛みがない。そのために、簡単に言えば住所も様

々電話料も来れば、むしろ内輪の予算編成というようなことぐらいだというふうに

理解していいのかな。独自の町の支出は特別、かさ上げしたのだけれども、ないと

いうような理解でいいのかということが第１点。 

    それから、あわせて後期高齢者の関係については、そちらのほうの交付金の関係

から、いずれどこから持ってくるのかというとそっちのほうからやって対応するの

だから、町が独自に対応するというような、痛みを出すというようなことは考えて

いない、出さない、対応しないというようなことの理解でいいですかといえば、そ

うですと答えをもらうとは思いますが。 

    いずれ祝い金等の見直し等を行った場合、様々子供たちのお祝い金についてはプ

ラスアルファになりましたが、年寄りなどに対しては減額というふうなことになっ

たわけです。だから、そんな面では町は年寄りには割と目をかけない、妥協しない

というふうなことにつながっているような感じがして、ここも町独自に１万円プラ
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スすると、トラックも、タクシーもというふうなことの痛みが分かる施策というも

のを出せないかなと思うのですが、町長、いかがですか。課長が答えてからという

ことでいいですから。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  ただいまの町の痛みについてということでございます

けれども、その件につきましては財政調整基金繰入金ということで、ここの部分で、

幾らになるか分かりませんけれども、その部分が町の痛み、山本委員がおっしゃる

痛みということにつながると思います。 

〇委員長（田村せつ君） 町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  今回、原油・物価高騰等の対応ということで予算を組み立てさせ

ていただきました。そういう中で、高齢者の方々、やはり子育て世代の方々、そう

いった方々が特にも困窮しているのではないかというふうなことの中でこういうふ

うな予算をつくらせていただきました。ご理解とご協力をよろしくお願いしたいと

思います。 

〇委員長（田村せつ君） 山本委員。 

〇１０番（山本幸男君）  課長から痛みについての回答があった。それは一般財源の中で

様々な対応が痛みに対応したことなのだと言うけれども、よく考えたいい答弁だと

思いますが、しかし具体的に数字として表れていない。もしかすれば、その痛みが

ないかもしれない、実際問題。様々な積上げをしていく、計上していく中で、私は

そんな面では町民が分かるような形の対応が必要だかなと思いますので、いずれ今

後の検討の中で町長は併せてそういう町の見える形の元気回復の施策を考えてもら

いたいと思います。 

    課長、何か……一般財源で補填するというようなことは関連性がないと思います。

だから、ないかもしれない、もしかすればマイナスでなくプラスになったと、うま

くやれば、課長の腕で等も考えますので、そういう対応するについては検討すべき

だと思いますが、いかがですか。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君）  山本委員のご指摘、大変ありがとうございます。実績

がまだ出ておりませんので、そちらのついての実績を見ながら、その痛みとか、そ

ういった財源の部分で対処してまいりたいと思いますので、ご理解のほどよろしく

お願いします。 

〇委員長（田村せつ君） あとありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  今、資料を見て、ちょっとこれを見てさっきの説明と関連します

ので、ちょっとここ確認したいと思うのですけれども、この資料の一番上に交付限
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度額が６，０６５万円、これがすなわち今回のコロナ交付金の歳入の金額ですよね。

事業費計が９，８４２万２，０００円。これは、多分一般財源分の合計額なのです

けれども、その下のほうに令和４年度配分額で令和３年度本省繰越分として１億１，

９０５万３，０００円あって、事業費計が１億６，６６１万１，０００円という金

額があるのですけれども、これは今年でいえばコロナ交付金でやる事業で配分され

た額は１億１，９０５万３，０００円なのだよということで理解していいのか。そ

のうちの今回に限っては６，０６５万円……何かこの辺がちょっといまいちよく分

からない。事業費計と配分額と差引きしても、今回のやつのマイナスしたときにも

差額が、金額が違うのだけれども、これはどのように理解すればいいのですか。こ

れ、配分額と今回の交付金限度額の分の金額というのは……どのように。さっきは

実績でどうのこうのという言い方していたけれども、これをどのように、実際今年

はコロナ交付金は１億１，９０５万円を使えるのだよというふうなことで、今回は

そのうちの、今の補正の限度額は６，０６５万円、でも事業費は９，８４０万円、

差額が出るなと思って、これはその辺がどのように理解していけばいいものでしょ

うか。すみません、お願いします。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 

〇総務課総括課長（福島貴浩君） 中村委員のご質問にお答えします。 

    資料の見方ですけれども、１ページの交付限度額というのが６，０６５万円とあ

りますけれども、これが新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の中の

原油・物価高騰等対応事業分の６，０６５万円でございまして、２ページ目の１億

１，９０５万３，０００円の限度額、配分額につきましては当初予算で計画した予

算でこの部分も配分、間違いなく限度額ということになります。 

    事業費について差額があるというのは、先ほども申し上げましたが、その部分に

つきまして財政調整基金等で賄っていくということになります。最終的には事業実

績で限度額までになるものと思われます。 

〇委員長（田村せつ君） 中村委員。 

〇４番（中村正志君）  はい、分かりました。ということは、まず今年の配分は１億１，

９０５万３，０００円あったのだけれども、今回プラスして６，０６５万円、国か

ら来るのだよと。だから、これ合計した額がコロナ交付金として今年来ると。事業

費の差額の分については、予算見積りはこういう形ではあるけれども、実際の決算

とすれば、入札残とかそういうふうなものを見越して、差額が出るものだというふ

うなものを想定しながらこれをやって、今のところは財政調整基金でちょっと上乗

せをしているだけだよというふうに、最終的にはプラマイゼロになりますよという

ことで理解してよろしいですか。 

〇委員長（田村せつ君） 総務課総括課長、福島貴浩君。 
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〇総務課総括課長（福島貴浩君）  中村委員おっしゃるとおり、そのようになるように事

業を組んでおります。 

〇４番（中村正志君） はい、分かりました。 

〇委員長（田村せつ君） あとありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） なしと認め、次に移ります。 

             〔「休憩」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） 休憩取りますか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） １０分まで休憩します。 

               午前１１時００分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時０９分 再開 

〇委員長（田村せつ君）  ちょっと何分か時間前ですけれども、皆さんおそろいになった

ので、再開します。 

    では、引き続き歳出に入ります。３款民生費についての説明を求めます。 

    健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君） それでは、歳出の民生費についてご説明い

たします。 

    ３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費でございます。補正額は２，２１

４万円となってございます。内訳といたしましては、３節職員手当等が４３万２，

０００円、１０節需用費が３０万円、１１節役務費が４０万８，０００円、１８節

負担金、補助及び交付金が２，１００万円となってございます。こちらにつきまし

ては、総務課から出ております新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金

実施計画の１番に載ってございます。こちらの事業費となってございます。 

    この事業につきましては、新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金の原油

高騰及び物価高騰分を活用して行う軽米町独自で行う事業となってございます。 

    中身といたしましては、収入が固定化し、物価高騰などの影響が大きい後期高齢

者の方と令和４年度に７５歳を迎える方も含んでおります、を対象に、対象者１人

当たり１万円を給付する事業でございます。 

    これにつきましては、申請が必要となります。対象者につきましては、２，１０

０人を想定しており、１０月頃からの給付を予定しております。 

    次も一緒にやってよろしいですか。 

〇委員長（田村せつ君） はい、お願いします。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  それでは、３款民生費の２項児童福祉費、



- 14 - 

７目いわて子育て世帯臨時特別支援給付金給付事業でございます。 

    補正額としては２，１９９万４，０００円となってございます。内訳といたしま

しては、３節職員手当等２１万６，０００円、１０節需用費が１０万円、１１節役

務費が７万８，０００円、１８節負担金、補助及び交付金が２，１６０万円となっ

てございます。 

    こちらにつきましては、いわて子育て世帯臨時特別支援給付金の事業でございま

すが、県が単独で行う事業となってございます。中学生までの児童１人当たり１万

５，０００円、令和４年５月の児童手当受給者に給付するという事業でございます。 

    町では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の原油高騰・物価高

騰分を活用いたしまして、１万５，０００円を上乗せし３万円を給付することとし

て補正予算を提案させていただきました。 

    申請の要らないプッシュ型で、７２０人への給付を想定しております。 

    １０月の給付を予定しておりますが、ただし公務員につきましては申請が必要と

なっておりますので、１０月以降申請に応じて順次給付してまいるところでござい

ます。 

    説明については以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） ３款の説明が終わりました。 

    質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  児童手当受給者にということなのですが、児童手当受給されて

いないという方はあるのですか。 

〇１１番（茶屋 隆君） すみません、委員長、マイクもう少し近づけて、ちょっと耳が

悪いので聞きづらいので。 

〇委員長（田村せつ君） では、大きな声でお願いします。 

〇３番（江刺家静子君） 児童手当を受給されていないという方はいらっしゃるのですか。 

〇委員長（田村せつ君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  対象者の方につきましては、全員受けてい

るということになります。町内にいらっしゃる中学生以下の方については、受けて

おります。 

〇委員長（田村せつ君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  町内に住んでいる、そうすると中学生以下の子供さんについて

は全員に給付されるということですか。 

〇委員長（田村せつ君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  一応その方々なのですが、一部例外がござ

いまして、特例給付の対象者という方で、特例給付といいますと、所得が多い方、



- 15 - 

基準があるのですが、それを超える方につきましては特例給付という形で児童手当

が出ているのですけれども、その方は今回の対象からは除かれる見込みとなってご

ざいます。 

    その方につきましては、町のほうで調べたところ、対象者が１６人ほどあるので

はないかなというふうに推定しております。 

    以上です。 

〇委員長（田村せつ君） 江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  基準がちょっと分からないのですけれども、高所得者というこ

となのですけれども、１６人くらいだったら、私は高所得者の方は多分税金も高い

と思うのですけれども、全員に軽米町は給付するというような考えは出なかったで

しょうか。 

〇委員長（田村せつ君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまの質問でございますが、この事業

につきましては県の事業への上乗せということでございますので、県の基準に従っ

てそのまま給付したいというふうに……その特例給付の方というのは結構……詳し

いところまでは今ちょっと金額は分からないのですが、結構な金額の所得のある方

でございますので、そちらにつきましては県と同じように除かせていただきたいと

考えております。 

    以上です。 

〇委員長（田村せつ君） よろしいですか。 

    あとありませんか。 

    山本委員。 

〇１０番（山本幸男君）  後期高齢者の関係で、今該当しない人何人かあるというような

話も聞きましたが、こちらのほうは所得制限とかその他の要件がありますか。 

〇委員長（田村せつ君） 健康福祉課福祉担当課長、小笠原隆人君。 

〇健康福祉課福祉担当課長（小笠原隆人君）  ただいまの山本委員のご質問にお答えいた

します。 

    後期高齢者等の事業につきましては、所得要件等はございません。単純に、町内

にいらっしゃいます昭和２３年４月１日以前に生まれた方は、全員に給付するとい

うことで考えてございます。 

    以上です。 

〇委員長（田村せつ君） 山本委員。 

〇１０番（山本幸男君）  後期高齢者の関係については全員、様々な制限がないと、全員

に支給すると。これは今の状況の対応とコロナ、それから物価高、様々な要件に対

応する施策のためだと。後期高齢者、老人の方々の対応がなされるのであれば、子
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供たちも含めて全員同じ対応をしたほうがいいのではないかなと、そう思うのです

が、課長、町長、軽米町頑張れませんか。 

〇委員長（田村せつ君） 健康福祉課総括課長、工藤薫君。 

〇健康福祉課総括課長（工藤 薫君） ただいまのご質問ですけれども、そういう考え方

もございますけれども、後期高齢者の部分の方については、７５歳以上となるとほ

ぼ現役引退している方がほとんどで、年金暮らしというふうなことが想定されます。

結構その収入しかないというふうなことでそのようにさせていただきました。 

    一方、いわて子育て世帯の部分ですけれども、やっぱり結構な所得がある方は県

も除いてございますので、先ほど担当課長が答弁いたしました考え方で進めさせて

いただきたいと考えてございます。 

    以上です。 

〇委員長（田村せつ君） あとありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） では、なしと認め、次に移ります。 

    次、６款農林水産業費について補足説明をお願いいたします。 

    産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） ６款農林水産業費、１項農業費、３目農

業振興費、１８節負担金、補助及び交付金について説明いたします。 

    農業資材価格高騰対策支援金といたしまして、５，０００万円の増額補正をお願

いするものでございます。 

    この支援金につきましては、原油価格高騰や飼料価格高騰の影響を受けている農

業者を支援するため、令和３年分の申告において農業に係る販売金額がある個人及

び法人に対して支援金を交付するものでございます。 

    内容といたしまして、農業の販売金額に応じまして、５０万円以下は２万円、５

０万円以上１００万円までは５万円、１００万円以上３００万円までは１０万円、

３００万円以上８００万円までは２０万円、８００万円以上は３０万円の支援金を

交付するものでございます。 

    以上、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（田村せつ君） 説明が終わりました。 

    質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  今説明いただきましたけれども、これを作った資料というのは

ないのでしょうか。すぐに配布できるような資料……ちょっとメモしてもちょっと

メモが間に合わないので。 

             〔「休憩お願いします」と言う者あり〕 
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〇委員長（田村せつ君） 休憩します。 

               午前１１時２２分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時２３分 再開 

〇委員長（田村せつ君） 再開します。 

    産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） 販売金額ですが、５０万円以下が２万円、

５０万円以上１００万円までが５万円、１００万円以上３００万円までが１０万円、

３００万円以上８００万円までが２０万円、８００万円以上が３０万円ということ

にしております。 

    以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  ただいまのこの事業につきまして、若干補足い

たします。 

    農業所得として申告をしている農家の方、事業所得として申告して方は除きます。

農業所得として申告している方、その中で農業の販売額が、先ほど説明いたしまし

た５０万円以下から、５０万円から９９万円、１００万円から２９９万円、最高が

８００万円以上の方には３０万円を支給しますよというものでございます。 

    なので、申請に当たっては昨年度申告した販売額が分かる資料を提示してもらっ

て、その金額に応じて肥料、飼料、燃料高騰分ということで一部を助成するという

制度で計画しているものでございます。 

    以上です。 

〇８番（本田秀一君）  ちょっといいですか。高騰分とかそういうのは何％とかってない

のですか。そういう詳しい資料があればいいのだけれども。 

〇委員長（田村せつ君） 休憩します。 

               午前１１時２５分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時３２分 再開 

〇委員長（田村せつ君） それでは、再開します。 

    あとありませんか。 

             〔「林業は」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） 再開しますと言いましたので、手を挙げて。 

    山本委員。 

〇１０番（山本幸男君） 林業はどうですか。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 
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〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  林業の事業者も、農業所得という形で考えたい

なと思っております。 

〇委員長（田村せつ君） あとよろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  販売額ということですけれども、そうすると申請の関係ではや

っぱり申告書の販売収入とか分かるもの、申請しなくてはいけない書類が何か教え

ていただきたい。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課農林振興担当課長、鶴飼靖紀君。 

〇産業振興課農林振興担当課長（鶴飼靖紀君） 申告書の写しを持って申請していただき

たいというふうに考えております。 

〇委員長（田村せつ君） あとございませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） なしと認め、これは終わります。 

    商工費について、説明。 

    産業振興課商工観光担当課長、輪達隆志君。 

〇産業振興課商工観光担当課長（輪達隆志君） それでは、第７款商工費、１項商工費、

２目商工業振興費でございます。こちらは、内訳につきましては負担金、補助及び

交付金といたしまして、４２９万１，０００円を補正としてお願いしているもので

ございます。 

    こちらの内容につきましては、総務課で出しました資料の１ページの４番になり

ますが、運輸事業者等運行支援緊急対策支援事業ということで、コロナ禍における

原油高騰等の対策といたしまして、運輸事業者、タクシー事業者、バス事業者等を

対象にいたしまして、燃料費高騰の影響を緩和するために岩手県で実施しておりま

す支援金に上乗せして支援金を給付するものでございます。 

    対象といたしましては、町内の運輸事業者、タクシー事業者、バス事業者の方々

が所有いたします車両のうち岩手県の支援金の対象となった車両につきまして、ト

ラック等の営業用車両、１台当たり２万３，０００円、タクシーにつきましては１

台当たり１万円、バスにつきましては１台当たり４万円の支援金を給付するもので

ございます。 

    続きまして、同じく７款商工費、１項商工費、３項観光費につきまして、１１０

万円の補正予算を計上させていただきました。 

    こちらの内容につきましては、総務課の資料の２ページ目の１番の事業になりま

す。軽米秋まつり参加団体感染症対策支援金ということで、軽米秋まつりに参加す

る団体の感染症防止対策の資機材の購入及び秋まつりへの参加継続、活動継続のた

めに必要な経費の一部を支援するというものでございます。 
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    対象金額につきましては、参加する山車団６団体、それから郷土芸能４団体と祭

典委員会１団体、合計１１団体に各団体１０万円の合計１１０万円を支給する予定

としてございます。 

    説明としては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇委員長（田村せつ君） 説明が終わりました。 

    質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  さっき運輸事業等に対する支援金、県の支援の上乗せという言い

方していましたけれども、これは県が幾らというのは分かっていないようなのだけ

れども、県は幾らで、今ここで出している金額は軽米町が出す金額になりますか。

県は幾ら出すのか、含めてお願いします。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問についてお答えいたします。 

    この運輸業等を営む事業者に対する支援につきましては、単独で県が行う事業の

ようです。各市町村でも上乗せしなさいとかというものではございません。ただ、

県内の今現在の状況を調べたら、県内で軽米町と同じ対策を上乗せするというのが

陸前高田市、陸前高田市で同じような形で県の補助に対して上乗せをするというこ

とで計画しているようです。そのほかの市町村の情報はまだ把握してございません。 

    単価につきましては、先ほど説明しましたけれども、県と同額の単価でございま

す。２万円であれば町も２万円というような形で同額で積算してございます。 

    あと、町内に本社を置くタクシー、あと運送業をやっている業者ということです

けれども、町で今把握しているのは町内では１３事業所あるなということで把握し

てございます。 

    また、県のこの単価の積算ですけれども、いずれトラックにつきましては、細か

い積算内訳はあれですけれども、トラックにつきましては３か月の軽油の差額分と

いうような形で計算しておるようでございます。それで、トラックについては２万

３，０００円、県のほうですけれども。貸切バスについては、６か月間の軽油の高

騰分、トラックと貸切バスのその３か月の違いというのはちょっとまだそこは確認

してはございませんけれども、県のほうですと３か月、貸切バスは６か月、ただタ

クシー等につきましては１２か月分のおおむね平均の価格の高騰分ということで県

は積算しているようでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） よろしいですか。 

〇４番（中村正志君） はい。 

〇委員長（田村せつ君） あとありませんか。 
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    江刺家委員。 

〇３番（江刺家静子君）  トラックについてですけれども、大きさがいろいろあると思い

ます。軽トラックで運輸もやっている方も見受けられるのですが、そういう方も該

当になりますよね。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課商工観光担当課長、輪達隆志君。 

〇産業振興課商工観光担当課長（輪達隆志君） 県の要綱でも大型トラックに限らず営業

ナンバー取っている軽トラック等も対象となるということでございますので、対象

となります。 

〇委員長（田村せつ君） あとございませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君） 秋まつりについてお伺いしたいと思います。 

    秋まつりについては、先日１９日に正式に開催ということを決定したということ

が新聞でも報道されていましたけれども、それで私のほうの町内会でもちょっと役

員会があってお祭りの話題が出たのですけれども、町でもやっぱり幾らか上乗せし

て補助金出したらいいのではないかという話はしていましたけれども、このように

出してもらって助かるのではないかと思います。 

    ただ、やり方として、今こういうコロナの感染状況で、いろいろ心配している人

たちもいる。だから、今までとはかなり違うのではないかなと思うのですけれども、

そのときに自分は、町内会の団長が来たときには、今後多分また団長等の打合せが

あるかと思いますという言い方していましたけれども、それを予定しているのか、

ひとつお伺いしたいというのと、というのは金額、お金の関係ですね、やはりここ

２年間やっていなかったのですけれども、だからあれをやめ、これをやめというふ

うな話もされていたようですけれども、だから花もらいなんかどうなのだろうかな

という話が出ました。一軒一軒訪問してお願いしますというふうな状況なわけです

ね、花もらいというのは。果たして町内会の寄附はあっても、花もらいはやめたほ

うがいいのではないかという話もあったのですけれども、ただ、それはその団だけ

の話ではなく、そういうふうなことだったら、どうせみんな統一したほうがいいの

ではないか。やるのだったらやってもいいよ、やらなかったらやめたほうがいいと

いうか、やはりコロナ関係の中でもそういうふうなこと、きめ細かい打合せが必要

ではないかなというふうに思っていたのですけれども、その辺のところ、実行委員

会としてどのようにお考えになっているか、お伺いしたいと思います。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    秋まつりにつきましては、計画どおり１７日から１９日ということで決定、取り

あえず、どんどん、どんどん感染が拡大している状況ですけれども、今後の動向、
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これが緊急事態宣言が発令されたり行動制限がかかるようであれば、再度実行委員

会を開いて最終的な決断をしなければならないのかなと思っていましたけれども、

今現在の状況ですとお祭りは開催しましょうということで現在進んでおります。 

    ただ、３日間の予定ですけれども、感染拡大の影響も非常に受けるということで

前夜祭は中止して、あとは山車の運行距離も、前は八幡様から坂上がっていって御

仮屋までということでしたけれども、かるまい交流駅（仮称）の入口の辺りから軽

米タクシーさんの向かいまでというような形で距離も少し短くして、規制時間も幾

らかでも短縮できるようにということでお祭りを開催する予定でございます。 

    また、流し踊りにつきましても、アンケートを取った時点では１２団体ぐらいが

参加できる、したいということでしたので、流し踊りも最終的な希望をまた再度取

りますけれども、いずれ流し踊りもやるという方向で今現在進んでおります。 

    また、先ほど経費の部分、これまで２回、３回ほど山車団の方々と集まって打合

せをしましたが、その花もらいについてどうするかというようなことは、そのとき

は具体的には出てはおりませんでした。ただ、この間一部の山車団から、２年間休

んだので子供たちとか参加、なかなか呼びかけをするといってもなかなか大変だと

いうことは伺っておりました。山車団の方にも頑張っていただいて、何とかお願い

したいと。 

    実際、神社なんか人手も少ないと。本来は３０人だか何十人ぐらいなければなら

ないけれども、２０人ぐらいしか見つけられないのではないかというようなことは

お話もいただいておりました。そのような場合は、すぐ実行委員会で人を見つけて

手配できるかというのもなかなか厳しいものもございますけれども、そうした状況

があったらいつでも一応声がけはしてくださいよという形でお願いしておりました。 

    また、今回のこの１０万円も、最初は練習するときとか参加する一人ずつ、体温

計なんかも２台ぐらい買って検温した上で、ある程度の感染対策はした上で実行し

てもらいたいということで、消毒液だとか、そういった感染対策グッズも、今後も

使っていくような形になると思うので、最初は町で支給してもらえないかというこ

とだったのですけれども、山車団の方に、２年間休んだおかげでなかなか継承して

いくのも厳しいということで、そういうような感染対策のグッズもそろえてもらう

し、今後の郷土芸能だとか、そういった部分の継承の経費にも役立ててもらいたい

ということで、１団体１０万円を給付支援したいということで今回補正予算をいた

だいております。 

    また、先ほどの花もらい等につきましては、練習の開始日をできればそろえたい、

各小学校ですね、山車団の方から、最初は山車団に任せて、早くやる人、普通どお

り始める人、山車団にお任せしますよということだったけれども、一部の山車団の

方から、それやるよりは、ある程度同じような形で練習日もそろえたいなというこ
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とだから、あと一回ぐらい、できれば山車団の打合せを設けてもらいたいというよ

うな要望はいただいております。 

    なので、本日この１０万円の予算についての承認をいただきましたら、再度山車

団の皆様方にもちょっと情報提供をしながら、何かそういったことがあるようであ

ればまた話題にして考えていきたいなと思っております。 

    以上でございます。 

〇委員長（田村せつ君） 茶屋委員。 

〇１１番（茶屋 隆君） 今のことに関連してですけれども、町のほうから１０万円ずつ

頂くということで非常に各団でも助かると思います。 

    また、花もらいですけれども、やっぱり花もらいがなければ予算的にもかなり厳

しいものがあると私は思います。今までもやってきていますし、花もらいにはそん

な密にもならない。ただ、こう渡してというような状況ですから、その辺はちゃん

と感染対策を考えてやればできるのではないかなと私は思います。これからのコロ

ナの状況によると思いますけれども、運行してやるということですから、私は花も

らいはやるような方向で進めていただければいいのかなと思います。私たちの上新

町では、この前集まったときには例年どおり、確かに山車が行かないところもあり

ますけれども、お願いだけには行こうということで取りあえずは決めておりますけ

れども、これからまた話合いはあると思いますけれども、そういう方向で進めてい

ただければいいのかなと思います。 

〇委員長（田村せつ君） 要望ですか。 

〇１１番（茶屋 隆君） はい。 

〇委員長（田村せつ君） あとございませんか。 

    中村委員。 

〇４番（中村正志君）  今、総括課長がお話ししたように、各団からもいろいろと意見も

出ているということで、やはり今回３年ぶりに実施するということで状況が非常に

変わってきていると思うのです。ですから、そういう点でやはり小学生、中学生等

をお願いすることも含めて、何か練習なんかでも密に果たしてなるのか、ならない

のかという、だからそういうふうなことも、細かいこともある程度のマニュアルを

全体の中で作るように、コロナ感染対策として作りながら、今後にも生かしていく

ような形で、ちょっと何回か集まってでもいいから、皆さんの意見を聞きながら統

一したやり方をしたほうがいいのではないかなと、これを契機にして、やはりあっ

ちではこうやった、こっちではこうやったというふうなことではちょっとうまくな

いのではないかなというふうな気がします。 

    山車を作製する部分については当初予算でも２０万円出していますので、また合

わせて３０万円、果たしてこれで、これまで余分で町内の寄附等で果たして賄える
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かどうかというのはそれぞれの団次第だとは思うのですけれども、その辺も含めて

皆さんからの意見を聞きながら密に打合せ等をやって、はっきり言って町民感情が

おおむね、山車はそうだかもしれないけれども、我々町民だって困っているのだよ

というふうなことも言われかねないのではないかなと思ったりしているので、その

辺も含めてよく相談したほうがいいのではないかなと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

〇委員長（田村せつ君） 産業振興課総括課長、江刺家雅弘君。 

〇産業振興課総括課長（江刺家雅弘君）  いろいろなご意見ありがとうございました。こ

の間も集まり等の際に、近隣の市町村は取りあえずお祭りを実施するというような

状況ですので、お祭りを実施した後のどういった感染対策を行ったのか、そういっ

た情報を得て、こういった感染対策がいいなというふうな事案等があれば、各団体

等にすぐご連絡をして、こういった形でやっていきましょうというような情報提供

はいたしますよということでお話はしておりますので、そういった状況とか情報等

を収集して、何とか秋まつりを、特に感染拡大等起こらないような形で実施してま

いりたいなと考えています。 

〇委員長（田村せつ君） あとありませんか。 

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君） ちょっと休憩してください。 

〇委員長（田村せつ君） 休憩します。 

               午前１１時５１分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時５６分 再開 

〇委員長（田村せつ君） 再開します。 

    あとありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） それでは、第６款を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎総括質疑 

〇委員長（田村せつ君）  それでは、全体的な質疑に入ります。この特別委員会に付託さ

れました議案について、質疑漏れなどありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） では、なしと認め、これで質疑終了といたします。 

             〔当局退席〕 

             〔「休憩をお願いします」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） 休憩します。 
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               午前１１時５７分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時５８分 再開 

〇委員長（田村せつ君） 再開します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１号から議案第３号の討論、採決 

〇委員長（田村せつ君） では、まとめに入ります。 

    討論される方ありますか。なしでいいですか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） それでは、採決に入ります。 

             〔「１つずつ」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） １つずつ。 

    そうすれば、議案第１号は原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（田村せつ君） 全員賛成です。ありがとうございます。 

    第１号は可決されました。 

    それでは、第２号を原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（田村せつ君） 全員賛成です。ありがとうございます。 

    議案第３号は原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

             〔賛成者起立〕 

〇委員長（田村せつ君） ありがとうございました。全会一致で可決されました。 

    それでは、委員長報告で特記することがありますか。何かございますか。よろし

いですか。 

             〔「ありません」と言う者あり〕 

〇委員長（田村せつ君） ありがとうございます。 

〇１０番（山本幸男君）  委員長報告の中に、交付金の関係の給付金を町としてプラスア

ルファという意見が出たということを特記してもらえればいい、という意見もあっ

たと。 

〇４番（中村正志君） 町で出すということではないですか。 

〇１０番（山本幸男君） 町で出すのか。 

〇６番（舘坂久人君） 県が１万５，０００円出して、町でも１万５，０００円出して。 

〇１０番（山本幸男君） 子育て支援。 

〇３番（江刺家静子君） 子育て支援のほう。 

〇４番（中村正志君） 高齢者の方は町でコロナ交付金を使って出すということだ。 
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〇委員長（田村せつ君） 全員にね。 

〇４番（中村正志君） 全員。 

〇委員長（田村せつ君） ７５歳以上全員に。 

〇４番（中村正志君） だから、町が独自でやったわけでしょう。 

〇委員長（田村せつ君） 子供のことではなかったですか。 

〇４番（中村正志君） 国から補助は出るだろうけれども、それは町の裁量で…… 

〇１０番（山本幸男君） それであればいいや。 

〇委員長（田村せつ君） すみません、不慣れな司会で。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎閉会の宣告 

〇委員長（田村せつ君） これをもって特別委員会を閉会します。 

（午後 零時０１分） 


